
大月書店刊　定価〔本体 2,200 円 + 税〕

○ 本文も『資本論』からの引用文もすべて「です、ます」
調にすることにより、現代の読者にマルクスがぐっと
近づいてくる画期的新訳。

 ○２色刷りと書体のちがいにより、『資本論』からの引用文、
マルクスが手を入れた部分が一目でわかる。


